
令和　６年　９月１７日

大日本ダイヤコンサルタント（株）　関東支社

埼玉県さいたま市中央区新都心１１－２

Ｒ５千葉国道管内拡幅外設計Ｇ１２業務

自）千葉県四街道市吉岡地先　至）千葉県成田市所地先　外１箇所

土木関係建設コンサルタント業務

履 行 期 間 (自) 令和　５年　９月　２日

履 行 期 間 (至) 令和　６年　９月３０日

　　３５，５３０，０００円（税込み）

＋　１９，２５０，０００円（税込み）

　　５４，７８０，０００円（税込み）

変 更 前 の 契 約 金 額

契 約 業 者 の 住 所

変 更 後 の 契 約 金 額

変 更 金 額

（第1回、最終）契約変更の内容

業 務 の 名 称

業 務 概 要

（変更した内容について
記述する）

契 約 業 者 名

契 約 変 更 年 月 日

１．地質調査の変更
２．道路詳細設計（A）の変更
３．道路詳細修正設計（A）の変更
４．関係機関協議資料作成の変更

業 種 区 分

業 務 場 所



　本業務は、令和５年９月１日付けで大日本ダイヤコンサルタント（株）関東支
社と請負契約を締結し、現在鋭意施工中であるが、下記の理由により、契約変更
を行うものである。

　　　　　　　　　　　　　　記
１．地質調査
　国道５１号大栄拡幅において、精査の結果、浸透桝の土留工設計が必要となっ
たが、既存の地質データがないため、地質調査を追加する。

２．道路詳細設計（A）
　国道５１号大栄拡幅（南敷桜田線）において、精査の結果、仮設構造物設計を
除する。また、関係機関協議により交差道路の線形の見直し生じたため、擁壁設
計を追加する。

３．道路詳細修正設計（A）
　国道５１号北千葉（吉岡地区）において、用地取得状況により、暫定型の整備
携帯の検討が必要となったため、道路詳細修正設計（A）を段階整備検討に変更す
る。また、精査の結果、過年度の導水函渠設計時はオープン掘削での計画であっ
たが、現道に近接していることから、土留工の検討設計を必要が生じたため、土
留工の必要範囲の検討及び設計を追加する。
　国道５１号北千葉（坂戸地区）において、関係機関協議により、道路詳細修正
設計に伴う標識設計を行う必要が生じたため、標識設計を追加する。
　国道５１号大栄拡幅において、用地取得状況により事業工程を見直す必要が生
じたため施工計画検討を追加する。また、精査の結果、過年度の導水函渠設計時
はオープン掘削での計画であったが、現道に近接していることから、土留工の検
討設計を必要が生じたため、土留工の必要範囲の検討及び設計を追加する。
　国道１２７号館富地区において、精査の結果、道路詳細修正設計（A）を削除す
る。
　国道１２７号南無谷地区において、精査の結果、道路詳細修正設計（A）を削除
する。

４．関係機関協議資料作成
国道１２７号館富地区において、修景植栽パース図作成にあたり、道路緑化方針
を策定する必要が生じたため、道路緑化方針資料作成を追加する。

５．履行期間
　履行期間は変更しない。

変 更 理 由


